　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月吉日

研修施設責任指導士各位　

臨床細胞遺伝学認定士制度による研修施設更新について

冠省

　貴施設の日本人類遺伝学会・臨床細胞遺伝学認定士制度の研修施設認定が平成27年３月末日までとなっております。同封の申請用紙に必要事項をご記入のうえ更新していただくようお願い致します。

　　提出期限：平成27年3月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　研修施設更新に関する制度規約

第12条　規則第17条に定める研修施設の認定更新については、次の各号に揚げる事項を記載した申請書を提出することにより、委員会にて5年毎に再評価する。

（１）研修施設に所属する指導士、認定士の名簿とそれぞれの役割

（２）5年間における染色体けんさ実施実績

（３）実施した研修プログラム

（４）教育的行事の詳細

（５）過去5年間に研修施設に所属した研修者の名簿

（６）施設、標準化ガイドライン遵守のためのとりくみ、制度管理のとりくみ、標準手順作業書策定

　　　など

すべての条件を満たす施設は、当該施設の長からの更新申請書を提出することにより、委員会にて審査し、認定される。

　なお、研修施設の更新認定手数料は徴収いたしません。

申請書の施設長名は学長（単科大学）、学部長（総合大学）、研究所長、社長とし、直属の上司である教授、部課長等は施設長に該当しません。また印とは公印を指しますので御注意下さい。

追伸　規約改定に伴い　臨床細胞遺伝学認定士として認定を受けようとする者は、認定施設において　2年間以上の研修を修める必要があります。現在、貴施設に研修中の方がおりますので　宜しくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　日本人類遺伝学会　臨床細胞遺伝学認定士制度委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒339-8551　埼玉県さいたま市岩槻区馬込2100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県立小児医療センター遺伝科内

TEL:048-758-1811、FAX:048-790-2203

e-mail: n58181ak@pref.saitama.lg.jp

委員長　大橋博文　　　　　　　　　　　　　　　　　　

